
雲 評

-=u.＿ 
__ -
U
 __ ＿
-
u
.
s
▲
―
―
―
s
u
-
―
―

-
0
~―
-
e
-―
-
=
-
―
―
―
―
u
.
―
―
―
―
―
―
-
＝
-
_
＿
-
｀
ー
―
―
―
―
―
―

D. ランカスター著

『フ フ ンス領

ドシナの解放』イ ン

Do,~alcl Lancaster, The Emancipation of French 
l11do-Clii11(1．lssued under the tヽuspicesof the 
Royal Institute: of International Affairs, Lon-
don: Oxford university Press, 1961, Xii+4-15p. 
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東西両努力の接触地、点として，かつllt界で唯一の熱戦

地幣としてのインドシナ (lndochina)r;t..，今 F.1依然とし・c
他界中の注視を浴芯ている問題の地域である。すなわち

シアスーク (N.Sihanouk)国家元首の統率下に，対外的

な中セ政策． I・tlf)；l(4;｛|illとしての王国社会主義を内外政策

の2大支柱として．多少の不安：なもたれつつも安定した

国衣建設の逆を歩んでいるカンボジア (Cambodia)]渾

と，社会主．． 汲lFl家建設；：：祈実な成果をあげているといわ

れるホー・チー・ミン (1-I('>Chi Minh)指祁下の北ペト

ナム (No:-th¥'iet:mm, ベトナム民主共石II国）とを除い

て｀南ベトナム (SouthVietna:n, ベトナム共和田）や

ラオス (Laos)王困也：：：，政・W()）不安定・内戦(})根紹こ

悩まされ・cいるのである。しかも，これら両即）t'；・努：t、

比；炎的宏定しているとみられる上記北ペトナムやカンポ

ジアとい斜妾な関述をもっており、インドシナの事態：•ま

暉祭I•Iりな f糾災をはらんでまった＜予 ii:Jiを許さない段階：こ

あるといえよう。いま， もっとも激しい戦糊状態にある

苗ペトナムを見ると，ここでkt，数年来続いているゴー

政府平・アメリカ「平事lii|}！l」軍の述合勢力とベトコン

(Viet Cong, ペトナム共庇党）との内戦がいっそう激

化したことが伝えられ， さら；こごく最近ではこれにゴー

政府の対仏教徒政策も大きな国杓臣l[』とたっており，事

態はかなり深刻な段階：こ立ちいたったことが府取され

るc一方，ラオス：こおいても，昨年6月の国内左・布・

中如派：こよるプーマ (S.Pbouma)中立述合政権の成

立，および翌 7月のジュネープ (Genevn)疇会議：：：．：：：5

：わる「ラオス中立；こ関するg,：言」の濶印後 1年余を経た

現在でもなお，国内：こおける平和と政治的安定が得られ

ず，依然として動揺と不安定の中をさまよっているとい

うのが現実の姿のようである。

とこるで，振り返って，インドシナ諮屈に現在生．起し

ているこのような国際的朗翫｀）大きい政治上の諸問題の

淵i双を考える場合，どうしても介過することのできない

も6)が1%4年7月21l:l成立の「インドシナ休戦.:.［対する

ジュネープ協定」である。この協定｝まインドシが戦争を

終結させ，はじめてベトナ 1、，ラオ;J..,カンポジアのイン

ドシナ 3@1を独立国としとこ匡！際的に保証したものであっ

たが，現在の南ペトナム：こおげるべ l‘:.9ンl];j頌ばこのtii

定による1'!i定的IYi北両ベトナム政権の樹立i:.|}ijむの発生

がみられるのであり， ラオスにおげる中立政権樹fl：の間

題！こついても同様このジ:..~ネープ協定にその洲源を見

出すことができる 0)である。とこ；うが，：：・(/)19511年())ジ

ュネープ協定を其に理解•するためには，さらにその成立

の過程， 1'f漿をよく知ることが・;re疫であるc それはすな

わら， 1戦ilii(J）フランス！紅民地時代，および第2次1tt界大

戦『i．後の1946年12月から1954年7月にいたるまで， 8年

問にわたって，再h(（民地化を滋；深するフうンスの軍隊と

ペト・ミン (Vietfvlinh)を中心とするインドシナ各固の

民族解放戦線とのlifl；こ展l)flされたインドシナ戦争時代の

. ?j嘩 を1分：こ吟味すること：こ泊かならない。

ガヽ<・c.現代史の研究それ1:1(本(I)にめにはもちろんの

こと，インドシナにおける現状の理解， したがって主た

翌）語[iij迎の解決：こftするためにも，とく：ここの地域iこ

ぉ：·-J- る第 2 次大戦以後195•1年のジュネープ協定成立：こい

たるまでの税（切辺埋解が1廣かつ必須であるというこ

と：こなるう。その時期はとりもなおさず，フランスt11'［民

地体制の測淡li）lであり．一方現在のインドシナ独立i:！罪l

：ことってば、その胎動jり］でもあ-.、たわ：ナであるc

ここ：ことり上げた D．ランカスター培『フランス領イ

ンドシナの解放』は，ま＄しくこの時期を中心：こ取り扱

ったフランス領インドシナ史の好蒋·(•ある。

本1.！核濱者ドナルド・ウンカスター (DonaldLant:a. 

ster) ~i, l 950 ~~より 1954{F；こいたるまで，イギリス在

外公館の 1nとしてサイプン (Sni(!on)に駐在した。した

がって，本科の主要対象期間たるインドシナ戦争の当時

視しく硯地においてこの歴史(Iり大勁乱：ご．I渕与していたわ

：ナであり，本：古の価{iiをいっそう高める要索をなしてい

るといえる。

もち；うん，これまでにも，インドシナの況代史を主要対

象とした研究業紐がなかったわけて啜けっしてない。な

かんずく、本せ胆．もっとも密接な閲述を有ナる既／i1文献

として苺要なものだけでも，（1）Cole, Allan B., C(l. , Co9t• 

flict i9I Indo•Chi1la (UId fl:terualio}lal Re/)crcumsio}IS, 

New York, Corneil Univ. Press, 1956. (2) Philippe 

Devillers, JIistoirc du Vi“”“”tde [940 (} 19 .. 52, Pari::;, 

Editions du Seuil, 1952. (3) E. J. Hammer, Tiu Slr• 
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"邸Icf09・/11dochina,Stanford, Stanford Univ. Press, 

195'1. (4) Paul Mus, Sociologie d'tヽ,zeguerre, Paris, Edi-

tions du Seuil, 1952. (5) Alex,m<ler'Werth, La France 

dゆuisla guerrc, 1944-57, Pa::-is, Gallimarcl, 1957, (6) 

Jean Laco".Jture & Philippe Devillers, La Fin d'1me 

Gu, ne lndochine 1954, Puris, Editions cl u Seu ii, 1鉛o.
などをあげることができょう。これらのうち， 1959年l2

月にはほぽ最終的に執筆を終ぇ， i：ャ文を古いている本害

の器船ことって，参照しえなかった最後の呼作(6)を除い

て他のもの｛ますぺ;.C箸者の本粛執節の院の参照の対象と

なったことが，本田中に見えるi辿所の註記から，また末

尾の文献目録から判明する。本占はこうした多くの先学

の業i'tを十分吸収するとともに，これに著者自身の現地

での同時代の見圏を裕知り込んで完成されたもので，その

成果は十分信煩するに値するものである。落者l自身も1f

文において，本：；い記述の基礎ft科となったのは，上掲の

ような既！li文献ft料のほかに，現地での著者とペトナム

人民族主義名，フランス人官吏，およびジャーナリスト

たちとの討統であったと述べている。

Il 

4咄に盛られた笠宮な内容を短言のうちに尽くすこと

は至雉のわざであるが，ここではその目次を掲げ，これ

にごく筒．il1（こ内容の要点とコメントを附記することによ

って，本古の紹介に代えることにしたい。なお著者の本

内における叙述はおおむね公正な客観的叙述1こ終始して

おり、個性的な生気あふれる培者独特の立場からの主張

というものはあまり見られない。こうした点からら本田

はインドシナ現代史の摂雉的な堵作として評価さるぺき

ものと思われる。

さて，本文は 3部より成っているが，まず19肱紀後半

のペトナム，カンポジア， ラオスのフランス領植民地化

の必程が述べられていろ・「第 1部ヨーロッパ人の到来」

がある(2~56ページ）。ここでは第 1平序説におい

て，インドシナの地努，フランス勢力到来前のこの地域

の諮民族の脳史・文化が慨観され，第2窪 ヨーロッパ

人名［教師および庇人たち，では17枇紀1lt策からスペイン，

ポルトガルなどの商人やキリスト教宜教師たちがインド

シがこ出硯し活蔀した状況や，拙民地化の前段階として

のペトナ I、に対するフランスの政治的介入について説明

している。第 3箪 占領ぱ1858年のフランス・スペイン

述合平の・ソーラン (Tourane)占領から l862年のサイコ・

ン（地igon) 条約：•こよるフランスのコーチシナ (Cochin-
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china)領有以後，カンポジア(1863年）， トンキン・アン

ナン (Tonkin,Annum, 18糾年），ラオス (1893年）など

への保設領の拡大の過程が述ぺられている。

「第 2部フランス領ィンドシナ」（57~108ベージ）

では，まずフランスの柏民地支配下におけるインドシナ

述邦 (l'Unionlndocbinoise, Indochinese Union, 1887 

年）所屈各国の社会・経済状況についての概観がなされ

（第4章 フランス保談領の状況），ついで20世紀初頭以

来のぺ．しナムにおける反柏民地民族主義運動（初期の昨

王撹夷迎勁から1920年代の共産上義迎勁）の展開が迩ペ

られている（第 5党 フランス統治に対する抵抗）。ィン

ドシナにおける民族主義の発展ぱ，第 2次大戦以前に（ま

ぼとんどベトナムに限られていたのであり，カンポジア

とラオスに民族主義迎動の硲扮をみたのは，第 2次大戦

中の日本統治時代を待たなければならなかったのであ

る。ィンドシナにおけるこの日本軍の巡駐・占領時代

(1940~45年）は，他の東南アジア語国の場合と同様，

その後のインドシナ史の股1)f」に重大な影特を与えたので

あった（第62や 日本の占俗i)。すなわち， 1945年3月9

日，日本軍はいわゆる「仏印処理」を行ない，フランス

軍を武装解除してフランス領インドシナを日本軍の支配

下においた (TheJapanese coup de force)が， この結果

インドシナ各地：こは， 「東並民族の解放者」日本軍の指

涼下：こ民族国家独立の気迎がiCi扮し，同年 3月12日：こI!

パオダイ（珈oDai)帝がペトナム帝国の独立を宜苫し，

13日にはノロドム・シアヌーク国＿Eがカンポジア王国の

独立を宜言した。ラオスでも 4月8E, Jレアン・フラパ

ン(LuangPrabang)のシサパン・ポン(Sisavnng¥'ong) 

王がラオス全域に対する主権の確立を宜言したのであっ

た。しかし，これらインドシナ諸民族の独立の移びも長

くは続かず，やがて同年8月15日にはその支持努力たる

日本軍の敗戦（筏 2次泄界大戦の終了）を迎えるのであ

った。当時，フランスの統治体制も弱体化しきっており，

ここにインドシナにはある］関問の政治的空白が生ずるに

いと̀ ,J,． （一つ 1ー0

m 

本名3のもっとも主要・部分をなしているの（t, 引き続く

「第 3部，ペト・ミンとの闘争」であり，ここでは1945

年の第2次大戦終了直後の政治的空白を利用したペトナ

人民主共和国の成立をはじめとする，インドシナ各国で

の民族解放巡動の展胤一方再槌民地化を、ねらうフラン

スの復帰，そしてこれら両者間の{itj突から発生し，アメ



リカ・ソ連など東西両勢力をも巻き込んで，漸次東西冷

戦の焦点としての性格を協くしていったインドシナ戦争

を経て， 1954年7月のジュネー・プの国際会議における休

戦協定の成立；•こよるその戦争の終結にいたるまで， さら

にはこのジニネープ協定成立の結果としてのペトナムに

ぉ：ナる南北両政権の成立，など19祁， 57年ごるまで0)イ

ンドシナ諾匡じこおける政治梢努の変化が検討されている

(109~406ベージ．）。

第2次大戦終了後前述のようにインドシナには政治

的空白が生じたが，これを利用してペトナムでは反フラ

ンス，反日迎動を行なってきたペト・ミン(VietMinh, 

ペトナム独立同盟， 1941年成立）勢力がクーデターを敢

行し，全国の各行政機関を源取し，パオダイ帝を退位せ

しめ，ついに1945年 9月2日，ハノ-!(Hanoi)において

ペトナム民主共和国の建国を宣言し，ホー・チー・ミン

が初代主席に就任した（第 7箪 亡命者の活動と日木降

伏に引き続く諸事件）。ラオスでも10月121:l, ラオ・イサ

ラ(LaoIssara)-ラオス救匡i隊がラオスの独立を宜言し

ている。

ーカ．終戦当時：フランスの視地労力が日本軍によって

武装鮒除をうけ崩汲させられていたために，辿合困側は

暫定的にインドシナ禎民地を辿合I君軍の指揮下におくこ

ととし，北綽16度線を採として，北部を中匪箪，南部を

イギリス訊の管理下：こおいたのであったが，翌1946年：こ

いたってようやく整備充実し，再幅成の進んだフランス

軍（i述合国軍：こ代わってインドシナの再支陀に歩を進め

るにいたった（第 8坪 ィンドシナの再占領）。

これより先． 1945年 3月21F.I, フランスはフランス

迎合 (FrenchUnion)の枠内においてインドシナ述邦

{Indochine:;e Federation)の統一と自由を認めるとの発

表を行なっており，ホー・チー・ミン政権との『りに和平

交渉を進めた結果， 1946年 3月6日にいたって，両者阻l

に「フランス・ペトナム予 iili協約 (preliminnryagree・

ment)」が締結される［こいたった。この予備協約で，フラ

ンスはペトナム民主共和画が自国の政府，級会，軍隊，

財政を有し，インドシナ辿邦とフランス述合の部分を構

成する自由国家たることを承認し， トンキン，アンナン，

コーチシナの 3)｛iが統合されるが否かについては人民投

票を行なうことをうたっている。フランスばこのほか，

カンボジア (1946年 1月7l.:i)やラオス (1946年8月27

日）の玉屈i政府との問：こそれぞれ背定協定 (moclusvive. 

ndi)を結んだ。ここ：こフランスは修正された形：こおいて

でほあるが，戦前のインドシナに対する保設l紺1槻係をぼ

喋評

ぽ恢復したのであった。

しかし，先にフランスとホー・チー・ミン政稲との問

に締結された予tlii協約はあくまで一応の妥結にすぎず，

問悶の兵体的解決はすべて将来の本会謙に残されていた

ことに留滋しなければならない。ところが，ここに従来

フランスのインドシナにおける唯一のI紅れ＇；拍民地であっ

たつーチシナの袖屈をめぐって問題が発生した。すなわ

ち， フランスは1946年6月 1l:l, コーチシナに臨時政府

を樹立させたのである。当然ホー政権側はこれを予仙協

約の迎反であるとして強飯に反対した。しかし．同年 6

月から 7月にかけてのフォンテンブロー (Fontainbleau)

会談においても，•この問返の解決についてしまなんらの成・

呆も生まれなかった。しかしともかく，おそくとも1947

年 1月までにふたたび父沙することを約して， 1946年 9

月14日，フォンテンプロー会談において「フランス・ペ

トナム暫定協定」が濶印された（第9誼 種々の交渉）。

しかし，ペトナム現地ではこの協定に不禍の戸が強く

各地でフランス軍との、咄こ武）］｛蜀突が須発しはじめた。

両国軍の交戦は11月にハイフォン(Haiphong)で起こり，

ついに 12月19日にはハノイでも戦mlが開かれるにいた

り，戦火は全ペトナムに広がった。これが以後 8年問；こ

わたって泥沼のように戦い続けられたインドシナ戦¢i'の

発端である。

以後のプランス政府の方針は，武力によってインドシ

ナ現地における叩4泊的優位を高め， コーチシナ臨時政府

のような •9 うンスとの友好関係を探く持砒するペトナム

政府を有成して，ベトナム民主共和国に代位せしめるこ

とにあった。従来のダルジャンリュー(cl'Argenlieu)に代

わってフランス上院議貝のポラニール (EmileBollaert) 

がインドシナ高等弁務官に任命されたのは， 1947年3月

5日のことであった（第10章 戦争の勃発）。

ポラエールはホー政権に代わるパオダイ前アンナン皇

帝の引き出しに成功し，；948年6月5日「アロン湾協定」

が発表され，翌1949年3月8日にはパリにおいてフラン

ス大統領オリオールとパオダイとの間に「フランス・ペ

トナム独立協定」が2じ式に調印された。この協定は「フ

ランス述合の枠内 i•こおけるベトナムの独立と統一」を認

めており， これ：•こ基づいて，パオダイ帝は国家元首i'こ就

任．同年7月1日にはペトナム国の新発足をみたのであ

った()tょお， カンポジア， うオスもこの年フランスとの

間｛こそれぞれ「フランス・カンポジア協定」 (1949年11月

8日），「フランス・ラオス協定」 (19-19年7月lQ日）を締

結し，上記ペトナム問と同様， フランス述合の枠内での
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独立ltl家となったのであった（第u:1;,: ポラエールの使

第派遺とバオ・ダイの復帰）。ちなみ：こ，カンポジア，ラ

オスの両困が完仝独立を疫得したのは．インドシナ戦争

のまっただなか， 195..3年10月のことであった。

1949年，北隙の中国ではT（大な政治梢労の変化が行な

われた。中」IE人民共和,~の涎生がそれである (1949年10

月 1fl)。そして同年 12 月 8 日にはインドシ•)•国度に接

する広東省米典を占領するにいたった。このことは，イ

ンドシナ戦争：こ対すろ！n：大な国際(Iり1父．！心を呼ぶこいたっ

た。

翌1950年にはいると，まずこの中ii§人民共和画 (1950

年 1月18日）が，ついでソiU(1950年 1月30日）がベト

ナム民主共不II住lを承認し．これに対してパオグイのベト

ナム1対をはじめとするインドシナ 3l:.!i恥に対して，アメリ

カ（195<）年 2 月 7 日）以下の西似ll;；"•I舌lが承認をかえた。

アメリカが対中共封じ込め政策の一喋として，インドシ

.J-戦争（こf1't極的に参加しはじめたのはこのころからのこ

とである。アメリカの多大な人的，物（内舷助がインドシ

ナに投人されはじめた（り3]2窪 ポー (P叫lU)会議と紅河

デルクヘの退J;II)。こうして，インドシナ戦争はil紅こ栢民

地I人いこおけるフランス炉I；ー政椛との戦闘というl喉を超

え，東西両労）Jをも巻き込んだ1!！：界平和の祖大問題とな

ってきたのである。

しかし．インドシナにおける戦況はしだいにフランス

側の不利となっていった。かくて 1950年12月，フランス

の至宝ジャン・ド・ラトル・ド・クッシニー (.leande 

Lattre de Tas~igny, ニックネームが“ジャン王”)将軍

がインドシナ i~:i等弁務官兼司令官に任命された。かれは

フランス平のり1強，アメ，)カ扱助のi¥Y11!ll，ベトナム軍紺

成などのために努力を傾け，かなりの成果を収めた（第

13卒 “ジャン王’'）。しかし，フランスの組みとしたこの

ド・ラトル将軍も1952年 1月死亡した。戦況は L．だい：こ

フランスにとっ •C悪化の傾向を独くしていった（等14謡

ド・ラトルの死からナパー・ル (N:¥1/orre)の任命まで，悌

15掌危機に向かって）。

長期1こわたる戦乱のために，今やしだいにフうンス，

ホー政権両者俯liこ和平を鉗む泣1t,Jが強くなってきた。

1954年初眼， ドイツ問題を中心としてl}りかれたペルリン

4 ヵ国外湘l会議i•こおいて極東I耶国も討議され，つい：こI司

年 4月末より極東IUl涵に関するジュネープ会説のUI鼎が

決定された。

こうして 9ヵ函（アメリカ， フランス，イギリス，ソ

述，中共，ラオス，カンボジア，南北iiliぺl、ナム）の参
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加のもと；こ Vijかれたジュネープ会議も難航したが．••お；）

しも195,1年 3月からディエン・ピエン・フー(DienB;en 

Phu)でのはげしい戦闘が始まり， 5月7日；こいたって，

ついにこのフランスの要塞も陥落した。このたびの名約庄

的な加J[（l(］敗北ぱ，フランス軍の息の板を止めたといっ

てよい（第16常 ディエン・ピエン・ソーとペルリン会

議）。

ここにインドジナ休戦：こ関する本格的j討議が1ili始され

lId年7月21Eliこいたり， ようやく「インドシナ休戦；こじI

するジュネ・ープ協定」の成立を入た0)である。この協定

がほじめてインドシナ諸困の独立に対する国際(1り恥証を

与えたものであることは前述したとおりである（第17];

ジュネープ会議）。

ジュネープ協定J戊tlの紡果， 1956年7月に行なわれる

統ー選学までベトナムは北幹17J災線を暫定的槌界とする

南北11月故権に分内llされることになった。かくて分1il]後の

南北ベトナムは 2年後の総遥学をilijに店国の立楊な強化

すること：こ努めた。 Lかし，実際にこの恋遥学は、ジュ

ネープ協定：こ潤I:|Jしていない南ベトナムの拒否など：こよ

つ―(，現在まで行なわれていず，このことが現在0)itiペ

トナムにおけるベトコンIt幽の発生におおいに1鬼il！のあ

ることはJ•111 女IIのところである。

ざ（，この当時I棺ベトナムの指誅者となったがま．反

共戦線の立場から，パオダイ政椛を支持し扱助を統：ナて

きたアメリカ：こよって~，ペトナム l頑計―4月に引き出された

(1954年7月6日），反共・反フランス・反パオダイの立

場にたつゴー・ディン・ジェム (NgoDinh Diem)であ

った（第18漱 余波）。一方、ホー政椛下の北ペトナムで

は中国，ソ述からの扱助のもとiこ，経済・社会語改革

に成栄をあげていた（第19窃北ペトナムにおける引き

縮ぎ）。

翌1955年：こ：：：：，南ペトナムのコ’ー・ディン・ジェム酋

梱ままずアメリカり）援助：マよる叩肱0)式jJを・1'訟:iこ，封

建勢力としてのカオダイ (Cao,Dni),•ホアハオ (Hon•Hao)

ピンスニン (Binh-Xuyl!n)の3宗教団（本の一j；i：こ乗り出

しこ．i芥成功した。ついで，同年10月，国民投黙：こよっ

てパオグイ元首との信任な競い，圧倒(1り多数の支持をう

けたゴー・ディン・ジェムは， 10月26Rみずから大統領

（こ就任し，国名もペトナム共和国と改めた。フランスと

の関係：こおいても， 1956年3月30日「フランス派述軍の

撤退iこ関する為定」を締結した。この協定に従って，す

ベーこのフランス派述軍（文 6月末までに南ペトナムから微

退し，ここ：こ南ペトナム：こおける永年のフランス統治：i



紋終的な終了をみることとなったのである。代わって．

以後この国に対するアメリカの影密力がしだいに沿雑/.さ

を加えていくのであった()

カンポジアにおいては， 1955年3月2日， シアスーク

固王が退位し，みずから新政党たる人民社会主汲共同体

を結成して1Iij年 9月の総選学tこのぞみ，大勝の結果，新

陀！彫！の竹相として r|1立主義 ..:E困社会主義；•こよる I・叱家建

設への統率者となった。またラオスにおいては，王国政

府とパテト・ラオ (P.:ithctLao)との和乎交渉が難航し

たが、ついに1957年11月「ピニンチャン・ (Vicnt:nnc)t弱

定」の成立によって中立述合政府の樹立に政功したので

あった（第20漱 llij線(/)諸変化）。しかし，このことに

よってラオスに其の平和と安定がもたらされたことにな

らなかったのは，平和を愛好するラオス］哀l民にとって，

まことに不率なことであったといわねばなるまい。

以上で本文が終わり，附録として「i尉（rの研神的風土

および沢金」 (407~417ぺし9 ジ）． iベト・ミン地域iこお

ける行政(Iりおよび冗．9jt(Iり！災I父l」(418~,1認ベージ）と｝直す

る2文が附されている。さらに木iりに現われる主淡人物

13人にl対する伝品的ノートが誌され，主要文献I;l録・索

引があり，インドシナ地図 l策が添えられている。

IV 

以上が＊；りの構成の大体であるが，記述の方法として

著者：•よペトナ人における 'll態の進展iて4r（点をおいてまず

雲評

これな泣述し，続いてカンポジア・ラオスのこれに関述

する時期，？li(4:！こついて筒潔9こ叙述するという方法をと

っている。戦前においてももちろんそうであったが，本

古の主要対象年次たる第 2 次大戦後(/)•インドシナにおい

ては，その政治史的股I}りはつi平ペトナムを1：：＿要な1lithと

して進められーこおり， この点露(})：：の方法は妥当なも

のだと考えられよう。なお，以上の岡i社な庄ll雑な紹介に

よってもうかがわれるように，本1はもっ（・から政治史的

記述に煎点がおかれており，経済史的記述ぱ少ない。従

来インドシナの経済史についてtt.Charle:; Robequ~1in, 

L’ 恥olution Ee()ll0miqItc dc r liIdoching Fr(l91“‘ise, 
Paris, H>39が良7}子として定評があるけれども，これt文

出版の年次から：・サえて当然ながら．対象が戦前の時代：こ

限られており． 1戦後インドシナ経済史iこI関する好文献｝ま

いまだ：こぼとんど現われ＿Cいない尖it』てある。 jiiiに掲げ

たインドシナ現代史0)主要文献も，：王とんどすぺて政治

史；こ関する研究梁級であったのである。われわれィンド

シナの現代史に1紺心を抱く者としてば，＾lを名自身をも含

めて，こうした重大なギャップを埋めるべき経済史研究

をみずからの課逍とすぺきであるうし，—丑1 も早くそう

した方f(riの好研究の出現を期待したい。それ：こよっては

じめて，インドシナ視代史のより深く．il:．しい理解に近づ

きうるものと芳えられるからである。

（アジア径済研究所泌噴研究祁窃 3 乱府認•: ＇［：・計面 保）
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中国人迅紺）iir.f・ 視役遥幻l哨］の価i:i(/)分布・西（立努力の特性・指母カ(})型ー一
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